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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

・当期の経営成績 

当第３四半期連結累計期間の連結売上高は2兆3,556億円と前年同期に比べ2,126億円（9.9％）

増加しました。国内売上高は軽自動車税増税の影響やＯＥＭ売上の減少により7,535億円と前年

同期に比べ203億円（2.6％）減少しました。海外売上高はインドでの四輪車の売上増加等により

1兆6,021億円と前年同期に比べ2,329億円（17.0%）増加しました。 

連結利益の面では、営業利益はインドでの増益等により1,462億円と前年同期に比べ110億円

（8.2％）の増加、経常利益は1,628億円と前年同期に比べ184億円（12.7％）の増加、親会社株

主に帰属する四半期純利益は1,023億円と前年同期に比べ224億円（28.0％）の増加となりました。 

＜セグメント別の業績＞ 

（二輪車） 

二輪車事業の売上高は欧州やインドで増加しましたが、インドネシアでの減少等により1,729

億円と前年同期に比べ70億円（3.9％）減少しました。営業利益は品質関連費用もあり前年同期

の営業損失50億円から営業損失101億円となりました。 

（四輪車） 

国内売上高は軽乗用車「アルト」、「アルト ラパン」が前年の「ハスラー」に続き2年連続

でＲＪＣ カー オブ ザ イヤーを受賞し、さらに2015‐2016 日本カー･オブ･ザ･イヤー「スモ

ールモビリティ部門賞」を受賞するなど大変高い評価を頂きましたが、軽自動車税増税の影響

やＯＥＭ売上の減少により、前年同期を下回りました。海外売上高はインドやパキスタンでの

増加等により前年同期を上回りました。この結果、四輪車事業の売上高は2兆1,307億円と前年

同期に比べ2,137億円（11.1％）増加しました。営業利益はインドでの増益等により1,464億円

と前年同期に比べ127億円（9.5％）増加しました。 

（特機等） 

特機等事業の売上高は米国での船外機の売上増加等により520億円と前年同期に比べ59億円

（12.9％）増加しました。営業利益は99億円と前年同期に比べ34億円（53.0％）増加しました。 

＜所在地別の業績＞ 

（日本） 

売上高は日本を経由する三国間取引の拡大等により1兆3,264億円と前年同期に比べ678億円

（5.4％）増加しました。営業利益は研究開発費、減価償却費の増加等により598億円と前年同

期に比べ347億円（36.8％）減少しました。 

（欧州） 

    売上高は新型コンパクトＳＵＶ「ビターラ」の販売貢献や日本を経由する三国間取引の拡大

等により4,063億円と前年同期に比べ1,029億円（33.9％）増加しました。営業利益は63億円と

前年同期に比べ87億円増加し黒字化しました。 
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（アジア） 

 売上高はインドネシアで減少したものの、インド、パキスタンでの四輪車の売上増加等によ

り1兆1,310億円と前年同期に比べ1,987億円（21.3％）増加しました。営業利益はインド、パキ

スタンでの増益等により823億円と前年同期に比べ399億円（94.3％）増加しました。 

（その他の地域） 

   売上高はアメリカでの船外機の売上が増加したものの二輪車の在庫調整実施もあり、1,123億

円と前年同期に比べ10億円（0.8％）減少しました。営業利益は11億円と中南米等での減益によ

り前年同期に比べ9億円（47.9％）減少しました。 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は９月17日に実施した自己株式取得4,603億

円等により、前期末に比べ4,569億円減少し、2兆7,959億円となりました。また、負債の部は前期

末に比べ16億円減少し、1兆5,498億円となりました。その結果、純資産の部は前期末に比べ4,553

億円減少し、1兆2,461億円となりました。 

② キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは1,498億円の増加（前年同期

は1,127億円の資金増加）となり、投資活動では有価証券、有形固定資産の取得など1,679億円の資

金を使用（前年同期は722億円の資金減少）しました結果、フリー・キャッシュ・フローは181億円

のマイナス（前年同期は405億円の資金増加）となりました。財務活動では自己株式の取得等によ

り4,404億円の資金が減少（前年同期は139億円の資金増加）しました。 

その結果、現金及び現金同等物の当第３四半期連結会計期間末残高は4,671億円となり、前期末

に比べ4,652億円減少しました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の実績を踏まえて各国での販売台数

や為替等を見直しました結果、連結全体での売上高、営業利益、経常利益は前回予想から変更あ

りません。なお、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、来年度の法人税率引下げに

よる繰延税金資産の取崩を反映し、前回予想から50億円下方修正いたします。当社グループは一

丸となってあらゆる分野での改革に取り組み、以下の連結業績予想以上を達成すべく事業活動を

展開してまいります。 

（連結業績予想…通期） 

  売    上    高 3兆1,000億円 （前期比 2.8%増） 

  営  業  利  益    1,950億円 （前期比 8.7%増） 

  経  常  利  益  2,050億円 （前期比 5.5%増） 
親会社株主に帰属

する当期純利益
 1,200億円 （前期比23.9%増、前回予想比 50億円減） 

為 替 レ ー ト 1米ドル＝121円、1ユーロ＝133円、1インドルピー＝1.86円 

  100インドネシアルピア＝0.89円、1タイバーツ＝3.44円 

※連結業績予想については、現時点で入手可能な情報及び仮定に基づき算出したもので、リスクや不確実性

を含んでおり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は、さまざまな要

因の変化により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能

性がある要因には、主要市場における経済情勢及び需要の動向、為替相場の変動(主に米ドル／円相場、ユ

ーロ／円相場、インドルピー／円相場)などが含まれます。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しています。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  会計方針の変更 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会

計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月

13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第

７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期

間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余

金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に

変更しました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間

の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更します。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させ

るため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連

結財務諸表の組替えを行っています。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第

１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しています。  

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微です。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

当社は、平成27年８月29日に受領した国際商業会議所国際仲裁裁判所の仲裁判断に基づいて、

平成27年９月17日にフォルクスワーゲンＡＧが保有する当社株式111,610千株の買戻しを目的と

する自己株式立会外買付取引(ToSTNeT-3）により、自己株式119,787千株を取得しました。 

また、平成27年９月25日には当社が保有するフォルクスワーゲンＡＧ株の普通株式の全部

4,397千株をフォルクスワーゲンＡＧの意向に沿って売却しました。 

 (自己株式の取得) 

取得した株式 当社普通株式 

取得した株式の総数 119,787,000株 

取得価額 460,281百万円 

取得日 平成27年９月17日（約定ベース） 

(フォルクスワーゲンＡＧ普通株式の売却) 

売却した株式 フォルクスワーゲンＡＧ 普通株式 

売却した株式の総数 4,397,000株（当社保有の全株） 

売却先 ポルシェ・オートモービル・ホールディングＳＥ 

投資有価証券売却益 36,691百万円 

契約締結日 平成27年９月25日 
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（セグメント情報等） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

(単位:百万円) 

報告セグメント 

二輪車 四輪車 特機等 計 

売上高 179,942 1,916,981 46,071 2,142,994 

セグメント利益又は損失 (△) (注)１ △5,016 133,735 6,497 135,216 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

(単位:百万円) 

報告セグメント 

二輪車 四輪車 特機等 計 

売上高 172,883 2,130,687 52,019 2,355,591 

セグメント利益又は損失 (△) (注)１ △10,074 146,379 9,938 146,242 

(注) １ セグメント利益又は損失 (△)は、四半期連結損益計算書における営業利益です。 

２ 各セグメントの主要製品及びサ－ビスは以下のとおりです。 

セグメント 主 要 製 品 及 び サ ー ビ ス 

二 輪 車 二輪車、バギー 

四 輪 車 軽自動車、小型自動車、普通自動車 

特 機 等 船外機、雪上車用等エンジン、電動車両、住宅 
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（参考資料） 

参考情報として、所在地別の業績を以下のとおり開示します。 

 

 【所在地別の業績】 

前第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

(単位：百万円) 

 日本 欧州 アジア 
その他 
の地域 

計 消去 連結 

売上高        

(1)外部顧客に対する 
売上高 

926,051 218,732 885,629 112,581 2,142,994  － 2,142,994 

(2)所在地間の内部売上高 

又は振替高 
332,542 84,661 46,650 688 464,543 △464,543 － 

計 1,258,594 303,393 932,280 113,269 2,607,537 △464,543 2,142,994 

営業利益又は損失 (△) 94,540 △2,362 42,363 2,047 136,588 △1,372 135,216 

 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

(単位：百万円) 

 日本 欧州 アジア 
その他 
の地域 

計 消去 連結 

売上高        

(1)外部顧客に対する 
売上高 

941,658 235,813 1,066,164 111,954 2,355,591  － 2,355,591 

(2)所在地間の内部売上高 

又は振替高 
384,712 170,481 64,824 361 620,379 △620,379 － 

計 1,326,371 406,295 1,130,988 112,315 2,975,970 △620,379 2,355,591 

営業利益 59,786 6,281 82,318 1,066 149,452 △3,209 146,242 

 

 (注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 

２ 日本以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 欧   州 ･･････ ハンガリー、ドイツ、英国、フランス 

 (2) ア ジ ア ･･････ インド、インドネシア、タイ、パキスタン 

(3) その他の地域 ･･････ 米国、オーストラリア、メキシコ、コロンビア 

３ 当社及び連結子会社の所在地を基礎として区分しています。 
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４．その他 

【連結売上高の内訳】 

（単位：数量 千台、金額 百万円） 

 

前第３四半期 
連結累計期間 

(26.4.1～26.12.31) 

当第３四半期 
連結累計期間 

(27.4.1～27.12.31) 
比較増減 

数量 金額 数量 金額 数量 金額 

 国  内 47 15,876 46 15,968 △1 91 

二 海  外 849 164,065 725 156,915 △123 △7,150 

  欧 州 29 28,820 34 31,192 5 2,371 

輪  北 米 30 28,449 23 24,469 △7 △3,980 

  アジア 643 75,167 522 68,880 △120 △6,286 

車  その他 146 31,627 144 32,372 △1 744 

計 897 179,942 771 172,883 △125 △7,058 

 国  内 614 743,194 509 725,538 △104 △17,656 

四 海  外 1,361 1,173,786 1,530 1,405,149 169 231,363 

  欧 州 136 222,955 142 251,664 5 28,708 

輪  北 米 － 3,758 － 3,377 － △381 

  アジア 1,074 792,898 1,244 982,610 170 189,711 

車  その他 150 154,173 143 167,497 △7 13,324 

計 1,975 1,916,981 2,040 2,130,687 64 213,706 

 国  内 － 14,690 － 12,025 － △2,665 

特 海  外 － 31,380 － 39,994 － 8,614 

  欧 州 － 10,462 － 11,111 － 649 

機  北 米 － 12,356 － 18,071 － 5,715 

  アジア － 2,890 － 3,410 － 520 

等  その他 － 5,671 － 7,401 － 1,729 

計 － 46,071 － 52,019 － 5,948 

 国  内 

 

773,762 

 

753,531 

 

△20,230 

合 海  外 1,369,232 1,602,059 232,827 

  欧 州 262,238 293,968 31,729 

  北 米 44,564 45,917 1,353 

  アジア 870,956 1,054,902 183,945 

計  その他 191,472 207,271 15,798 

計  2,142,994  2,355,591  212,596 

（注）外部顧客の所在地を基礎として区分しています。 
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